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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，英語力下位層の学生のために，英語力と思考力を統合して育成する
英語学習プログラムを開発することである。そのために，内容・言語・思考・協学を統合して教えるCLILにおけ
るヨーロッパの中学・高校での現地調査を行った。研究により，学生の思考を促す教師の発問が重要であること
が導かれた。教師が学生の思考を促す枠組みとして，「ブルームの教育目標の改訂版」の活用を提案する。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop an English learning program to 
integrate and develop English proficiency ability and cognitive skills for college students of lower
 English level. We conducted a field survey on what kind of cognitive skills were being developed in
 junior and senior high schools in Europe in the CLIL which integrates teaching Contents, Language, 
Cognition, and Community. At the beginning of the study, we were aiming to create texts in simple 
English on topics of the students’ interests, but as the research progressed, we recognized that it
 is important for the teachers to ask questions to encourage students’ cognition regardless of 
text. Therefore, we suggest that teachers should understand and use a revised framework of Bloom’s 
taxonomy of educational objectives, especially the taxonomy table and subcategories of educational 
objectives, in order to improve students’ cognitive skills.

研究分野：教育工学，科学教育，英語教育
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１．研究開始当初の背景 
 近年，高等教育においては，「21 世紀型ス
キル」のひとつとして思考の方法（創造性・
批判的思考・問題解決・意思決定・ 学習能
力・メタ認知）を育成すること，大学のユニ
バーサル化・ 質保障への対応という観点か
ら，ジェネリックスキルのひとつである情報
を集め構成し問題解決を行う「思考スキル」
を育成することが求められている。中央教育
審議会の答申『学士課程 教育の構築に向け
て』（2008）では，「改革の方向」として「当 
該大学の教育理念や学生の実態に即して，各
項目の具体的な達 成水準などを主体的に考
えていく」（p.11）ことが示されている。 こ
うした背景から，英語力下位層を対象とする
授業においても， 思考スキルを育成するこ
とが求められる。なお，本稿では，思考スキ
ルと，思考力および思考プロセスを同義に用
いる。 
 思考力の育成を意識した外国語教育
（English as Foreign Language）には，
Content and Language Integrated 
Learning （内容言語統合型学習：以下 
CLIL 型学習）がある。CLIL 型 学習の実施
の背景には，欧州連合（European Union）
の言語 政策がある。 欧州理事会（European 
Council） は，2002年の バルセロナ会議に
おいて，「欧州市民が母語に加えて 2 つの外 
国語の早期から学ぶことで基本的なスキル
をマスターすること（mastery of basic skills, 
in particular by teaching at least two 
foreign languages from a very early age）」 
を 議 長 総 括（Presidency Conclusions）
として取りまとめた。これを受けて EU 加
盟国の学校では，教授法／学習法のひとつと
して，教科 を非母語で学ぶことにより教科
内容とことばを統合して学ぶ CLIL 型学習
が取り入れられるようになった。CLIL 型学
習は， 教科内容を非母語で教えながら，内
容の理解を重視するとともに，思考力の育成
に力を注いでいる（Dalton-Puffer 他，2010； 
Mehisto 他，2008）。EU 加盟国においては，
一般的な学校の 初・中等教育に CLIL 型学
習が取り入れらており，ヨーロッパ の教師
は CLIL 型学習をエリートだけに有効な教
育とは捉えて いない（中西他，2012）。そこ
で，CLIL 型学習のテキスト開発 者，教師の 
CLIL 型学習に対する考え方，そして，必ず
しもエリートでない生徒たちの CLIL 型学
習への認識について探ることは，日本の英語
力下位層向けの授業デザインをする上で重
要なことである。 
 他方，現在，出版されている大学生向けの
英語力下位層対象 のテキストには，どのよ
うなものがあるだろうか。近年，学生 の英
語力の低下に伴い，英語力下位層向けに，基
礎英文法，オー ラルコミュニケーション，
リーディングなどの分野で多くの英 語教材
が出版されている。これらのテキストは，文
法と語彙の 習得に焦点があたっており，発

問は事実関係を尋ねるものが主である。一方，
上位層向けには，オーセンティックな英文を
使ったクリティカルリーディング，ディベー
ト，ディスカッション，プレゼンテーション
などのテキストがあり，英語で何らかの活動
をしながら，思考に働きかけているものが多
い。英語力下位 層を対象とする場合には，
上位層対象のようにバラエティのある思考
を促すことはできないのだろうか。この点に
ついて，テキストの発問を調査するとともに，
教師がどのような発問をしているかを探る
必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，英語力下位層の学生を対象とし
た英語力と思考力 を統合して育成する英語
学習プログラムを開発するための基礎 研究
である。 
 
３．研究の方法 
 ① CLIL 型学習における思考力育成の実
態調査 
 内容と言語とともに，協学，思考力の育成
を統合して教える CLIL 型学習においての
思考力育成をヨーロッパの中学高校で現地
調査，CLIL 型学習の教材開発者，教師イン
タビュー，日欧で生徒アンケートを行った。 
 ② 英語力下位層向けのリーディングテ
キストの調査 
 下位層向けのリーディングテキストの発
問，教師の発問，そして，授業法について考
察した。 
 ③ 思考を促すフレームワークの活用 
 
 ①と②の研究を進める中で，思考力を促す
プログラムを開発するためには，思考力の要
素を知ることが非常に重要であることを認
識した。そこで，思考力の要素を分類するフ
レームワークとして，ベンジャミン・ブルー
ムの弟子のアンダーソンらが作ったブルー
ムの改訂版の枠組みを活用した（以下，ブル
ームの改訂版）。英語教育における教材と教
師の発問に加えて，音楽の演奏レッスンにお
ける教師の発問とレッスン分析に，ブルーム
の改定版を活用し，その利点と限界を論じた。 
 
Anderson. L.W. & Krathwohl. D.R.  
（  Eds. ）（  2001 ） A Taxonomy for  
Learning, Teaching. and  Assessing: A 
Revision of Bloom’s Taxonomy of 
Educational Objectives. （ Abridged 
Edition）New York: Longman. 
 
４．研究成果 
 ① CLIL 型学習 
 スペインバスク自治州では CLIL 型学習
が成功していると言 われる（Kelly, 2007）。
本研究では，バスク自治州におけるの 5つの
中学校の７つの授業を実地調査（2014 年２
月）及び CLIL 教材開発者である Phil Ball 



氏と教師5人のインタビューから得た知見と
成功要因をまとめた。Ball は CLIL 型学習の
特徴は「英 語よりも内容を重視する。中身
のある内容を理解させるために，教材デザイ
ンを入念に行う。本物のコミュニケーション
の場を 設け，高次の思考が必要なタスクに
協同学習で取り組ませる。」と述べている。
授業視察をした Soft / Hard CLIL 型学習の
ク ラスの様子を 6 つの観点（①教材：イン
プットの種類，②アクティビティ数，③生徒
間のインターラクティブな活動の機会，④ア 
ウトプットの機会，⑤認知プロセスの領域，
⑥自己・他者・異文化への気づき）から分析
した。この結果，CLIL 型学習のクラスに共
通していたのは，科目内容を英語で教えるこ
とであり， 教師によってコミュニケーショ
ン力や思考力の育成の取り組み方が異なる
ことがわかった。 
 実地調査を通じて，CLIL 型学習，特に 
Soft CLIL 型学習の 課題が明らかになった。
それは，教材の質問・アクティビティのデザ
インと教師の力量の問題である。この問題を
解決するためには教材開発と教師養成を進
めていくことが重要である。Soft CLIL の授
業で英語教師が科目を教える場合には，専門
知識の不足（例えば自然科学）が問題となる
が，豊かなインプット（紙媒体のテキストや
インターネット上のオーセンティックなビ
デオ教材など）と，幅広い認知プロセスの領
域を必要とする協同学習を含んだ質問とア
クティビティがあれば，英語教師の専門知識
不足はカバーすることができる。また，教師
が随時，適切な発問やアクティビティを作る
ことができれば，教材の不十分な点をカバー
することができる。アクティビティを作成す 
る際には，幅広い認知プロセスの領域を含め
ることが重要であり，教育学の専門家の協力
が欠かせないと思われる。 
 Ball は，CLIL 型学習が英語力下位層の学
習者の有効な手段 になりうると述べている。
語学習得だけに焦点をあてたり，検定試験の
準備をしたりするクラスでは，下位層の学習
者は最初の段階から逃げ腰になる。従来の 
EFL 型学習では，英語力下位者はつねに下位
になる傾向があるので，CLIL 型学習を導入 
することにより，内容に焦点をあて，アクテ
ィビティで身体を 動かしながら学ぶことで，
学習者が内容を記憶に残す可能性にかけた
方がよいというのが Ball の意見である。 
 Ball の意見から日本の大学の英語力下位
層対象の授業に対して，得られた示唆は次の
点である。日本の英語教育では，語学 習得
や検定試験に焦点を当てる傾向がある。しか
し，内容に焦 点を当てたり，アクティビテ
ィ作成の考え方を柔軟にしたりすることで，
学習者の英語学習の取り組み方，および英語
力に変化をもたらす可能性があるかもしれ
ない。他方，バスク自治州 では，中学校を
卒業するまでに CEFR の B1 レベルに到達す
ることを目指している。生徒のレベルは A2

レベルである。日本 の英語力下位層は，A1
レベル，もしくは，プレ A1 レベルと言えよ
う。このため，CLIL 型学習導入により，バ
スク自治州の 中学生に到達できることでも，
下位層学生ができるとは限らないことにも
留意すべきであろう。 
 ②英語力下位層向けのリーディングテキ
スト 
 英語力下位層向けのテキストは，文法とコ
ミュニケーション（英会話）を中心に，英語
という言語の習得のみに焦点を当てる傾向
がある。英語学習ではリーディングが必須で
あるた め，テキストには，下位 - 上位層向
けがある。そこで，大学英 語教材の出版社
として著名な A 社から初級リーディング教
材として出版されている3冊のテキストを分
析し，テキストの傾 向を探った。3冊に共通
するのは，プレとメインリーディングに対す
る発問がなく，ポストリーディングのみだっ
たことである。この 3冊の発問でどのような
思考力育成をしているかを，ブルームの改訂
版の 6 つの認知プロセスと 19 のサブカテゴ
リー に分類した。読解の発問は 3冊で計 240
問あったが，そのうち 191 問 の 79.56% が，
Remember：Recognizing に 属 し， 次 が 
Understand: Interpreting (10.83 %) に属
する和訳であった。 発問が 6 つの認知プロ
セスのうち，Remember と Understand とい
う低次の思考力にのみ偏っているのみでな
く，サブカテゴ リーの Recognizing と 
Interpreting に偏重が見られた。答えを 本
文 か ら 抜 き 出 す  Remember の 中 の 
Recognizing をする発問 を主にするのでは，
授業が単調になる可能性が高い。もし，教 師
が改訂版のサブカテゴリーを理解すれば，リ
ーディングの Understand を目指す授業に
おいても，Understand の下位にあ る７つの
サブカテゴリーの「例をあげる，要約をする，
図やイラストを描く，比較する」などの問題
を出すことが可能となる。これにより，授業
を活性化し，学生の思考力育成の可能性を高 
めることができるのではないか。近年は，大
学によってテキストが指定され，教師は指定
されたテキストの発問の一部を選択したり，
すべてを使用する傾向にある。教師の発問取
捨選択力と新たな発問作りの力が，学生の思
考力育成につながると考えられる。 
 
 ③思考力を分類するための枠組み 
 思考力を分類するための枠組みとして，
「ブルームの改訂版」（Anderson et al.，
2001）を活用した。これまでの思考力の研究
では，ブルームの改訂版を使って，試験の問
題や教師の発問の分類がされたり，教育目標
や評価の指標として使われてきた。これは，
ブルームの改訂版の枠組みを使うことで，教
師が 学生に期待している思考力のレベルを
測定できると考えられているからである。改
訂版の意図は，より多くの教師が教育にタ 
キソノミーを活用することにある。しかしな



がら，日本語訳や日本語で書かれた解説がな
いため，活用や引用が不正確で，原著にあた
っていないと思われる文献がある。そこで，
「認知プロセス領域の分類」を日本語で解題
し，日本の教師や研究者が，教育目標・活動
の開発・評価の指標および授業デザインに活
用 しやすくすることを目指した。また，筆
者の勤務する音楽大学 の４つの科目（声
楽・ピアノ・音楽療法・英語）において，ど 
のような思考力が育成されているかについ
て調査をするととも に，教師の発問モデル
を作成した。この結果，科目により求める認
知プロセスの領域は異なるが，どの科目も 
Evaluate，Create への働きかけが少ないこ
とが明らかになった。さらに，改訂版の 2次
元のタキソノミーテーブル（知識次元と認知
プロセス領域）の普及を目指すとともに，タ
キソノミーテー ブルにより声楽レッスンと
オペラ指導を可視化し，解明を試みた。指導
要素の明確化は，声楽レッスンおよびオペラ
を学ぶために必要な知識次元と認知プロセ
スの要素間の関係を再構築した。ブルームの
改訂版の活用は，教師に新たな視点から自ら
の 指導を見直すチャンスを与え，指導の解
明の糸口となると考えられる。 
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